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これはプローブに関する保証です。

保証 2

当社では、 本製品において、 出荷の日から 1 年間、 材料およびその仕上が り に
ついて欠陥がないこ と を保証し ます。 こ の保証期間中に製品に欠陥があ る こ
と が判明し た場合、 当社では、 当社の裁量に基づき、 部品および作業の費用
を請求せずに当該欠陥製品を修理するか、 あ るいは当該欠陥製品の交換品を
提供し ます。 保証時に当社が使用する部品、 モジ ュール、 および交換する製
品は、 新しいパフ ォーマン スに適応する ために、 新品の場合、 または再生品
の場合も あ り ます。 交換し たすべての部品、 モジ ュール、 および製品は当社
で保有されます。

本保証に基づきサービ ス をお受けいただ く ため、 お客様には、 本保証期間の
満了前に当該欠陥を当社に通知し ていただき、 サービ ス実施のための適切な
措置を講じ ていただき ます。 お客様には、 当該欠陥製品を梱包し ていただき、
送料前払いにて当社指定のサービ ス ・ セン ターに送付し ていただき ます。 本
製品がお客様に返送される場合において、 返送先が当該サービ ス ・ セン ター
の設置されている国内の場所であ る と きは、 当社は、 返送費用を負担し ます。
しかし、 他の場所に返送される製品については、 すべての送料、 関税、 税金
その他の費用をお客様に負担し ていただき ます。 本保証は、 不適切な使用ま
たは不適切も し く は不十分な保守および取 り 扱いによ り 生じ たいかな る欠陥、
故障または損傷にも適用されません。 当社は、 以下の事項については、 本保
証に基づきサービ ス を提供する義務を負いません。 a） 当社担当者以外の者に
よ る本製品のイ ン ス ト ール、 修理またはサービ スの試行から生じ た損傷に対
する修理。 b） 不適切な使用または互換性のない機器への接続から生じ た損傷
に対する修理。 c） 当社製ではないサプラ イ用品の使用によ り 生じ た損傷また
は機能不全に対する修理。 d） 本製品が改造または他の製品と統合された場合
において、 改造または統合の影響によ り 当該本製品のサービ スの時間または
難度が増加し た と きの当該本製品に対するサービ ス。

こ の保証は、 明示的または黙示的な他のあ らゆる保証の代わ り に、 製品に関
し て当社がお客様に対し て提供する ものです。 当社およびベンダは、 商品性
または特定目的に対する適合性についての一切の黙示保証を否認し ます。 欠
陥製品を修理または交換する当社の責任は、 本保証の不履行についてお客様
に提供される唯一の排他的な法的救済と な り ます。 間接損害、 特別損害、 付
随的損害または派生損害については、 当社およびそのベンダは、 損害の実現
性を事前に通知されていたか否に拘わらず、 一切の責任を負いません。



これはプローブ ・ ア ク セサ リ に関する保証です。
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Tektronix では、 本製品において、 認定された当社代理店から購入し た日から 3
か月、 材料およびその仕上が り について欠陥がないこ と を保証し ます。 本保証
期間中に本製品に欠陥があ る こ と が判明し た場合、 当社は、 当社の判断にて、
部品および作業の費用を請求せずに当該欠陥製品を修理し、 または当該欠陥製
品と交換に代替品を提供し ます。 バッ テ リ につき ま し ては、 保証対象外と な り
ます。 保証時に当社が使用する部品、 モジュール、 および交換する製品は、 新
しいパフ ォーマン スに適応する ために、 新品の場合、 または再生品の場合も あ
り ます。 交換し たすべての部品、 モジュール、 および製品は当社で所有されま
す。

お客様が本保証に基づいてサービ ス を受け るには、 保証期間が満了する前に、
当該欠陥について当社に通知し、 サービ ス実施に関する適切な手配を行 う 必要
があ り ます。 お客様は、 当該欠陥製品を梱包し、 購入証明書のコ ピーと共に発
送費用元払いで指定の当社サービ ス ・ セン タに発送する責任があ り ます。 当社
では、 製品をお客様に返送する際、 返送先が当社サービ ス ・ セン タが置かれて
いる国と同一の国にあ る場合には、 その返送費用を支払 う もの と し ます。 上記
以外の場所に返送さ れる製品については、 お客様にすべての発送費用、 関税、
税、 その他の費用を支払 う 責任があ り ます。

本保証は、 不正な使用、 あ るいは不正または不適切な保守および取 り 扱いに起
因するいかなる欠陥、 故障、 または損傷にも適用されないもの と し ます。 当社
は、 次の事項については、 本保証に基づきサービ ス を提供する義務を負いませ
ん。 a） 当社担当者以外の者によ る本製品のイ ン ス ト ール、 修理またはサービ ス
の試行か ら生じ た損傷に対する修理。 b） 不適切な使用ま たは互換性のない機
器への接続か ら生じ た損傷に対する修理。 c） 当社製ではないサプ ラ イ用品の
使用によ り 生じ た損傷または機能不全に対する修理。 d） 本製品が改造または
他の製品と統合された場合において、 斯かる改造または統合の影響によ り 当該
本製品のサービ ス の時間ま たは難度が増加 し た と き の当該本製品に対す る
サービ ス。

こ の保証は、 明示的または黙示的な他のあ らゆる保証の代わ り に、 製品に関し
て当社がお客様に対し て提供する ものです。 当社およびそのベンダは、 商品性
または特定目的に対する適合性のいかなる暗黙の保証も拒否し ます。 欠陥製品
を修理または交換する と い う 当社の責任行為は、 本保証の不履行に対し てお客
様に提供される唯一の排他的な救済措置です。 当社およびそのベンダは、 当社
ま たはベンダにそ う し た損害の可能性が前 も って通知 さ れていたかど う かに
かかわらず、 いかなる間接的損害、 特別な損害、 付随的損害、 または結果的損
害に対し て も責任を負いません。
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安全にご使用いただ く ために

人体への損傷を避け、 本製品やこれに接続されている製品への
損傷を防止する ために、 次の安全性に関する注意を よ く お読み
く だ さい。 

安全にご使用いただ く ために、 本製品の指示に従って く だ さい。

資格のあ るサービ ス担当者のみが、 保守点検手順を実行する必
要があ り ます。

火災や人体への損傷を避けるには

接続と切断は正し く 行っ て く だ さ い。 プ ローブ出力を測定機器
に接続し てから、プローブを被測定回路に接続し て く だ さい。プ
ローブ入力を被測定回路か ら切断し てか ら、 プローブを測定機
器から切断し て く だ さ い。 

すべての端子の定格に従っ て く だ さ い。 火災や感電の危険を避
け る ために、 本製品のすべての定格 と マーキングに従って く だ
さ い。 本製品に電源を接続する前に、 定格の詳細について、 製
品マニュ アルを参照し て く だ さい。

共通端子を含むどの端子にも、 その端子の最大定格を超え る電
位をかけないで く だ さ い。

カバーを外し た状態で動作させないで く だ さ い。 カバーやパネ
ルを外し た状態で本製品を動作させないで く ださ い。 

回路の露出を避けて く だ さ い。 電源がオンの と きに、 露出し た
接地部分やコ ンポーネン ト に触れないで く だ さい。 

障害の疑いがある と きは動作させないで く だ さ い。 本製品に損
傷の疑いがあ る場合、 資格のあ るサービ ス担当者に検査し て も
ら って く だ さい。

湿気の多いと こ ろで動作させないで く だ さい。 

爆発しやすい環境で動作させないで く だ さい。 

製品表面を清潔で乾燥し た状態に保って く だ さい。 
P7313、 P7380、 および P7360 差動プローブ ・ ユーザ ・ マニュアル v



安全にご使用いただ く ために
記号と用語

本マニ ュ アル内の用語。 本マニ ュ アルでは、 次の用語を使用し
ます。 

本製品に関する記号。 本製品では、 次の記号を使用し ます。

警告 ： 「警告」 では、 怪我や死亡の原因と な る状態や行為を示
し ます。  

注意 ： 「注意」 では、 本製品やその他の資産に損害を与え る状
態や行為を示し ます。 

注意
マニュ アルを

参照
vi P7313、 P7380、 および P7360 差動プローブ ・ ユーザ ・ マニュアル



まえがき

こ のマニ ュ アルでは、 P7313、 P7380、 および P7360 差動プロー
ブの取付け と 操作について説明し ます。 ま た、 プ ローブの基本
的な操作 と 概念について も 説明 し ます。 次の一覧に示 し たマ
ニ ュ アルはすべて、 ご使用の製品に付属するマニ ュ アル CD に
収録されています。 これらのマニュ アルは、 Tektronix のホーム
ページ （次ページ参照） から入手する こ と もでき ます。 

このマニュアルで使用される表記規則
こ のマニ ュ アルでは、 手順の順番を示すために次のア イ コ ン を
使用し ています。 

マニュアル

1

参照する項目 使用するマニュアル

取付け、 操作 （概要） プ ローブの使用方法に関する一般的な
内容については、 ユーザ ・ マニュアルを
参照し て く だ さい。

詳細な操作 ユーザ ・ マニュアルと共にテ クニカル ・
リ フ ァ レンス ・ マニュアル （マニュアル
CD-ROM に収録） を使用し て く だ さい。

性能の確認と仕様 テ クニカル ・ リ フ ァ レンス ・ マニュアル
を使用し て く だ さい。

アプ リ ケーシ ョ ン ユーザ ・ マニュアルの 「使用例」 を参照
し て く だ さい。

Tip- Clip アセンブ リ
の追加注文と 
Tip- Clip の性能

Tip- Clip ア クセサリ を追加注文する場合
と Tip- Clip の性能を確認する場合は、プ
ローブ ・ ア クセサリ追加注文シー ト （マ
ニュ アル CD-ROM に収録） を使用し て
く だ さい。 このシー ト は、 プローブのソ
フ ト ・ ケースのポケ ッ ト にあ り ます。
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まえがき
環境条件について

こ のセ ク シ ョ ンでは、 製品の環境に対する影響について説明し
ます。

製品の廃棄方法

機器またはコ ンポーネン ト を リ サイ ク ルする際には、 次のガ イ
ド ラ イ ンを順守し て く だ さい。

機器の リ サイ クル この機器を生産する際には、 天然資源が使用
さ れています。 こ の製品には、 環境ま たは人体に有害な可能性
があ る物質が含まれている ため、 製品を廃棄する際には適切に
処理する必要があ り ます。 有害物質の放出を防ぎ、 天然資源の
使用を減らすため、 機材の大部分を再利用または リ サ イ ク ルで
き る よ う に本製品を正し く リ サイ クルし て く ださ い。

左側に示し ている記号は、 こ の製品が欧州連合
の 電 気 ・ 電 子 機 器 の 廃 棄 に 関 す る 基 準
2002/96/EC （WEEE） の要件に適合し てい る こ
と を表し ています。 リ サイ クル方法については、
Tektronix の ホームページ （www.tektronix.com）
のサポー ト ／サービ スの項目を参照し て く だ さ
い。

有害物質に関する規制

こ の製品は Monitoring and Control （監視および制御） 装置に分
類され、 2002/95/EC RoHS Directive （電気 ・ 電子機器含有特定
危険物質使用制限指令） の範囲外です。 こ の製品には、 鉛、 カ
ド ミ ウ ム、 水銀、 および六価ク ロ ムが含まれています。
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はじめに

主要な機能

P7313、 P7380、 および P7360 差動プローブを使用する と 、 狭い
場所におけ るプ ロービ ングで も高い周波数帯域が維持され、 低
負荷での接続性が向上し ます。 主要な機能は次の と お り です。

周波数帯域 >12.5 GHz （代表値） P7313 

　 　 　 　 　 >8.0 GHz （代表値） P7380
　 　 　 　 　 >6.0 GHz （代表値） P7360

立上 り 時間 10 ～ 90% <40 ps （保証値） P7313

　 　 　 <55 ps （保証値） P7380
　 　 　 <70 ps （保証値） P7360

入力抵抗

100 KΩ （差動）

50 KΩ （対地）

AC 負荷 （テ ク ニカル ・ リ フ ァ レ ン ス を参照）

交換可能なプローブ Tip- Clip アセンブ リ

ハンダ付け機能およびス ク エア ・ ピン機能

可変スペーシングに対応するハン ド ヘル ド ・ アダプタ

アダプタ付きのフ ィ ク スチャ

SMD のプロービングが容易な小型のプローブ ・ ヘッ ド

TekConnect イ ン タ フ ェース
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はじめに
プローブの取り扱い
こ のプロ ーブは精密な高周波デバイ ス です。プロ ーブを使用およ
び保管する 際には注意が必要です。プロ ーブと ケーブルは慎重に
取り 扱わないと 損傷する 可能性があり ま す。常に補正ボッ ク ス と
プロ ーブ・ ヘッ ド を 使用し てプロ ーブを 取り 扱い、 プロ ーブの
ケーブルを ねじ っ たり 過度に折り 曲げたり 引っ 張る こ と によ っ
て、 物理的な変形を 必要以上に加えないよ う にし てく ださ い。
ケーブルに目に見える よ う なへこ みがある と 、信号アベレ ーショ
ンが増加し ま す。 プロ ーブを落と し たり 、 物理的な衝撃を与えな
いよ う にし てく ださ い。 プロ ーブが損傷する 恐れがあり ま す。

清掃

プ ローブは、 厳し い気候条件か ら保護する必要があ り ます。 こ
のプローブは防水加工されていません。

プ ローブの外部表面の清掃は、 乾いた柔ら かい布か柔ら かい毛
ブラ シで行って く だ さい。汚れが落ちない場合は、75% のイ ソ プ
ロ ピル ・ アルコール溶剤を しみこ ませた柔ら かい布ま たは綿棒
を使用し、 純水で拭き と って く だ さ い。 綿棒はプ ローブの狭い
場所の清掃に便利です。 綿棒ま たは布は十分な溶液で湿らせて
使用し て く だ さ い。 研磨剤は、 プローブのどの部分に も使用し
ないで く だ さい。

注意 ： プローブが損傷するのを防ぐために、 プローブを取
り 扱 う と きは、 常に静電気防止措置が施された作業台に接
続された帯電防止 リ ス ト ・ ス ト ラ ッ プを着用し て く だ さい。
プローブ入力には、 静電気の放電を含む高電圧と の接触に
よ り 、 損傷する可能性のあ る電子部品が含まれています。

注意 ： スプレーや液体、 溶剤に接触させないで く だ さい。 プ
ローブが損傷する可能性があ り ます。 外面を清掃し ている と
きにプローブ内部が湿ら ないよ う にし て く だ さい。 

化学薬品の洗浄剤を使用し ないで く だ さい。 プローブを損傷
する恐れがあ り ます。 ベンジン、 ベンゼン、 ト ルエン、 キシ
レ ン、 アセ ト ン またはこれに類似する溶剤を含有する化学薬
品を使用し ないで く ださ い。
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基本的な操作

ホス ト 機器への接続

TekConnect イ ン タ フ ェースはスプ リ ングで装着される ラ ッ チを
備えている ため、 ホ ス ト 機器 と 確実に接続された こ と を音 と 感
触で確認でき ます。

次の手順に従って TekConnect イ ン タ フ ェース を接続し、プロー
ブを 5X または 25X プローブ減衰に設定し ます。

1. プローブをホ ス ト 機器の TekConnect 差し込み口に差し込み
ます。プローブを差し込み口に挿入する と 、完全にかみ合い
ます。

図 1 ： TekConnect を機器に接続する

プ ローブが接続される と 、 ホ ス ト 機器がプローブか ら情報を読
取ってデバイ ス を識別し、 該当する電源装置の電源を入れます。
ホ ス ト 機器のプ リ アンプ入力は、有効な TekConnect デバイ スが
検出される まで接地された状態を保つため、 ESD か ら保護され
ます。 

注意 ： ESD によ ってプローブが損傷するのを防
止する ために、 常に帯電防止 リ ス ト ・ ス ト ラ ッ
プを着用し （お使いのプローブに付属）、 プロー
ブを取 り 扱 う と きは静電気防止措置が施された
作業台で作業し て く だ さい。 
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基本的な操作
プローブ減衰の選択 （スケー リ ング）

電源が入る と 、 イ ンジケータ LED が短時間点灯し、 減衰が選択
された こ と を知らせます。

2. Dynamic Range Select （ダ イナ ミ ッ ク ・ レ ンジ選択） ボタ ン
を押し、 5X と  25X のプローブ減衰設定のいずれかを選択し
ます。減衰設定を変更する と ダ イナ ミ ッ ク ・ レ ンジが変化す
る こ と に注意し て く だ さい。 図 2 を参照し て く だ さい。

図 2 ： プローブ （前面）

Tip- Clip アセンブ リの接続

Tip- Clip ア セ ン ブ リ を プ ロ ーブに接続す る 方法につい て は、
7 ページの 「Tip- Clip アセンブ リ の取付け」、 14 ページの 「回路
基板への接続」 、 および 33 ページの 「ア ク セサ リ 」 セ ク シ ョ ン
を参照し て く だ さい。
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基本的な操作
機能チ ェ ッ ク

オシ ロ ス コープにプ ローブを取 り 付けた後、 オシ ロ ス コープの
前面パネルにあ るプローブ補正接続または高速エ ッ ジ接続を使
用 し て機能チ ェ ッ ク を行い ます （オシ ロ ス コ ープのモデルに
よ って異な り ます）。 

ア ク セサ リ の詳細については、 29 ページの 「ア ク セサ リ 」 セ ク
シ ョ ンを参照し て く だ さい。

図 3 ： 機能チ ェ ッ クに使用する機器

 

 

 

  

 

 

 

 

 

注意：ESD によ ってプローブが損傷するのを防止する ために、常
に帯電防止 リ ス ト ・ ス ト ラ ッ プを着用し （お使いのプ ローブに
付属）、 プローブを取 り 扱 う と きは静電気防止措置が施された作
業台で作業し て く だ さい。
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基本的な操作
テス ト 手順

プローブを標準的な補正コネ ク タに接続する方法を次に示し
ます。

1. オシ ロ ス コープの任意のチャ ンネルにプローブを接続し
ます。 

2. プローブのチャ ンネルが表示される よ う にオシ ロ ス コープ
を設定し ます。

3. プローブのゲイ ンを 25X に設定し ます。

4. BNC （M）- ミ ニグ ラバ （SMA （M）- BNC （F） アダプタ付き）
をオシ ロ ス コープのプ ローブ補正コ ネ ク タ に接続 し ます。
図 4 を参照し て く だ さい。 

図 4 ： 機能チ ェ ッ ク用にプローブを接続
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基本的な操作
Tip- Clip アセンブ リの取付け

プローブに付属し ている ア ク セサ リ ・ キ ッ ト から、 長いコード 、
小 さ い抵抗器付 き の Tip- Clip ア セ ン ブ リ を 取 り 出 し ま す。
Tip- Clip アセンブ リ の一覧 （図） は、 33 ページの 「ア ク セサ リ 」
セ ク シ ョ ンにあ り ます。

5. 長いコード、 小さい抵抗器付きの Tip- Clip アセンブ リ をプ
ローブ ・ チ ッ プに取 り 付けます。

a. Tip- Clip アセンブ リ の側面をつかみ、 プローブ ・ チ ッ プ
の後方に ス ラ イ ド さ せます。 Tip- Clip アセ ンブ リ がプ
ローブ ・ チ ッ プの段付き部分を越えてカチ ッ と 音がすれ
ば、 アセンブ リ が正し く セ ッ ト されています。 図 5 を参
照し て く だ さい。

b. Tip- Clip ハウ ジングがプローブ ・ チ ッ プの接点にぴった
り 付いている こ と を確認し ます。

図 5 ： Tip- Clip アセンブ リの取付け

注意 ： Tip- Clip が損傷するのを防ぐため、 Tip- Clip アセンブ リ の
取 り 扱いには注意し て く だ さい。 
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基本的な操作
6. BNC- ミ ニグ ラバをプローブ上の長いコー ド、 小さ い抵抗器
付きの Tip- Clip アセンブ リ に接続し ます。 

プローブの + 入力を BNC の赤の （+） 端子に接続し ます。 

プローブの ・ 入力をアダプタの ・ またはグ ラ ン ド に接続し
ます。

ヒ ン ト ： PPM203B 関節アーム（ プロ ーブ・ アーム・ アダプタ
と 共に使用） や PPM100 ポジショ ナ・ アームは必須ではあり
ま せんが、 プロ ーブを 支える ために使用する 場合があり ま
す。こ のアームを使用する と  Tip- Clip アセンブリ に加わる 力
が軽減さ れる ため、 安定し た波形測定を 行う こ と ができ ま
す。 こ のマニュ アルの 38 ページにある 「 アク セサリ 」 セク
ショ ンを参照し てく ださ い。

7. 安定し た波形が表示される よ う にオシ ロ ス コープを調整し
ます （オー ト セ ッ ト 機能を使用する こ と をお勧めし ます）。
安定し た方形波が表示された ら、 振幅をチェ ッ ク し ます。 

プローブ補正信号の振幅と コモン ・ モード 電圧は、オシ ロ ス
コープのモデルによ って異な り ます。オシ ロ ス コープの信号
振幅 と コモン・モード 電圧が次の表の値に近いこ と を確認し
て く だ さい。

減衰を 25X に設定し
た P7380 プローブ TDS6604 TDS7704

信号振幅 400 mVp-p 1.0 Vp-p

VCM 1.8 V -500 mV
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基本的な操作
8. （-） ミ ニグ ラバを使用し て両方の抵抗器の リ ード 線を短絡
し、 グ ラ ン ド電位に接続し ます。 図 6 を参照し て く だ さい。

図 6 ： 抵抗器のリー ド線を短絡

プローブのオフセ ッ ト を 0.0V に設定し ます。オシ ロ ス コープの
表示が、 グ ラ ン ド基準にな り ます。

9. オシ ロ ス コープの V/div を 2 V に設定し ます。

10. プロ ーブ・ オフセッ ト を +4 V から  -3 V の間に設定し ま す。
表示さ れる 波形は、およ そ +3 V から  -4 V の間で変化し ます。

11. 短絡し ている （-） ミ ニグ ラバの接続を外し ます。
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基本的な操作
プローブの校正

プ ローブの機能チェ ッ ク を行った後、 プローブ校正ルーチン を
実行し ます。 プ ローブを校正し てプ ローブ と オシ ロ ス コープの
組み合わせにおけ る ゲ イ ン と オフセ ッ ト を最適化する と、 測定
誤差を最小限に抑え る こ と がで き ます。 使用す る それぞれの
チャ ンネルについてプローブの校正を繰 り 返すこ と をお勧め し
ます。 各チャ ンネルのそれぞれのプ ローブに対する個別の校正
定数が保存されます。

校正後にプローブを取 り 外す と 、 微小なオフセ ッ ト が画面に表
示される こ と があ り ます。 こ の微小なオフセ ッ ト は、 プ ローブ
入力を開いた ま まに し ている場合に発生し ます。 一般的な測定
の構成では、 プ ローブのオフセ ッ ト は低い ソース ・ イ ン ピーダ
ン ス を基準 と し て校正されます。 オフセ ッ ト 校正をチェ ッ クす
るには、 プローブ ・ チ ッ プど う し をシ ョ ー ト させます。 オフセ ッ
ト がゼ ロ に戻った時点で、 プローブ校正は正常に完了し た こ と
にな り ます。

5 ページ図 3 の 「機能チェ ッ ク」 に示し た機器を使用する と 、 プ
ローブの校正を行 う こ と ができ ます。

テス ト 手順

機器の信号パ ス補正テ ス ト の校正ス テー タ ス が、 実行す る プ
ローブ校正ルーチンで合格にな る必要があ り ます。

1. Utilities （ユーテ ィ リ テ ィ ） メ ニューの Instrument Calibration
（機器校正） を選択し ます。

2. Calibration （校正） ボ ッ ク スで、 Status （ステータ ス） フ ィ ー
ル ド が合格になっている こ と を確認し ます。合格し ていない
場合は、オシ ロ ス コープからすべてのプローブ と 信号ソース
を取 り 外し て、 信号パス補正ルーチンを実行し ます。

信号パス補正テ ス ト のス テータ スが合格になった場合は、 次の
プローブ校正ルーチンを実行し ます。

注意：ESD によ ってプローブが損傷するのを防止する ために、常
に帯電防止 リ ス ト ・ ス ト ラ ッ プを着用し （お使いのプ ローブに
付属）、 プローブを取 り 扱 う と きは静電気防止措置が施された作
業台で作業し て く だ さい。
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基本的な操作
3. オシ ロ ス コープのチャ ンネルの 1 つにプローブを接続し、そ
のチャ ンネルが表示さ れる よ う にオシ ロ ス コープを設定し
ます。 プローブを 20 分間ウ ォーム ・ ア ッ プし ます。 

4. BNC- ミ ニグ ラバを、 11 ページの図 7 に示すよ う にオシ ロ
ス コープのプローブ校正コネ ク タに接続し ます。

利用でき るプローブ校正コネ ク タがオシ ロ ス コープにない
場合は、 プローブ校正手順でプローブ補正コネ ク タ を使用
でき る場合があ り ます。 プローブ校正に特有の指示につい
ては、 オシ ロ ス コープのマニ ュ アルまたはオン ラ イ ン ・ ヘ
ルプを参照し て く ださ い。

図 7 ： プローブ校正用にプローブを接続 （TDS6000B/C の場合）

5. メ ニュー ・ バーで、 Vertical （垂直） を選択し、 Probe Cal （プ
ローブ校正） を選択し ます。

6. Probe Cal （プローブ校正） ダ イ ア ロ グ ・ ボ ッ ク スが表示さ
れた ら、 Clear Probe Cal （プローブ校正の ク リ ア） を選択
し、 次に Calibrate Probe （プローブを校正） を選択し ます。

注 ： + プローブ入力を正の ミ ニグ ラバに接続し、 - プローブ入力
をグ ラ ン ド ・ ミ ニグ ラバに接続し ます。

4
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基本的な操作
プローブ校正ルーチンが実行され、 プローブの両方の減衰
設定に対し てプローブをオシ ロ ス コープに最適化し ます。

7. プローブ校正が正常に完了する と 、 画面に Pass （合格） と
表示されます。

Tip- Clip エジ ェ ク タ

Tip- Clip エジ ェ ク タは、 プ ローブ ・ チ ッ プに取 り 付けて出荷さ
れ、 Tip- Clip アセンブ リ の取外しに使用されます。 

Tip- Clip アセンブ リの取外し

次の手順に従い、 Tip- Clip エジ ェ ク タ を使用し て Tip- Clip アセ
ンブ リ を取 り 外し ます。

1. Tip- Clip エジェ ク タの側面をつかみ、 プローブ ・ チッ プの前
方に Tip- Clip エジ ェ ク タ を ス ラ イ ド させます。 Tip- Clip エ
ジェ ク タがプローブ・チッ プの段付き部分を越え る と カチ ッ
と 音がし て Tip- Clip アセンブ リ が緩みます。 図 8 を参照し
て く だ さい。

2. Tip- Clip アセンブ リ を取 り 外し ます。

図 8 ： Tip- Clip アセンブ リの取外し

注意 ： Tip- Clip ハウジングが磨耗するのを防ぐ ために、 Tip- Clip
エジ ェ ク タ を使用し てプローブ ・ チ ッ プから Tip- Clip アセンブ
リ を取 り 外すこ と をお勧めし ます。
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基本的な操作
Tip- Clip エジ ェ ク タの取り付け

Tip- Clip エジェ ク タがプローブ・チッ プから外れている こ と がわ
かった場合は、 次の手順を実行し て Tip- Clip エジェ ク タ を再度
取 り 付けます。

プ ローブ ・ チ ッ プに Tip- Clip エジ ェ ク タ を取 り 付け る際には、
Magni- Spec 拡大鏡を使用する こ と をお勧めし ます。

1. 必要な場合は、 プローブ ・ チ ッ プからすべての Tip- Clip ア
センブ リ を取 り 外し ます。

2. プローブ ・ チ ッ プを裏返し、 プローブ ・ チ ッ プの背面が見
え る よ う にし ます。 図 9 を参照し て く だ さい。

3. 斜めの面がプローブ ・ チッ プに向 く よ う に Tip- Clip エジェ
ク タの位置を合わせます。

4. プローブ ・ チ ッ プ背面のス ロ ッ ト に Tip- Clip エジェ ク タ を
差し込みます。 Tip- Clip エジェ ク タは、 正しい位置に合わ
せれば簡単に挿入でき ます。

図 9 ： Tip- Clip エジ ェ ク タの取付け
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基本的な操作
回路基板への接続

回路に接続する場合は、 次の 3 つのモー ド でプローブを使用す
る こ と ができ ます。

狭いスペースで測定を行 う ために、1 つ以上の Tip- Clip アセ

ンブ リ を回路基板にハンダ付けする。 図 10 を参照し て く だ
さい。

プローブのスペースに大き な制約がない場合、可変スペーシ

ング ・ アダプタ と共にハン ドヘル ド ・ アダプタ を使用する。 

ハンズフ リ ー・プロービングを行 う ために固定アダプタ を使

用する。

ス ク エア ・ ピン Tip-Clip アセンブ リ を使用し て 1 対のス ク

エア ・ ピンをプロービングする。

図 10 ： ハンダ付けされた Tip- Clip アセンブ リ
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基本的な操作
ハンダ付けされた Tip- Clip アセンブ リ

次の手順に従って、Tip- Clip アセンブ リ を回路基板にハンダ付け
し ます。 ただし、 HBW Tip- Clip アセンブ リ については、 18 ペー
ジを参照し て く だ さい。

テス ト 対象の回路に近い場所で Tip-Clip を配置でき る場所を特
定し、 推奨 さ れる Tip- Clip ダン ピ ン グ抵抗付き の リ ー ド 長で、
回路をはんだ付け し ます （手順 4 を参照）。

1. Tip- Clip テープを回路基板に取 り 付け、 Tip- Clip アセンブ リ
をテープに押し付けます。 図 11 を参照し て く だ さい。 接着
剤が固ま る までしばら く 待ちます。 

図 11 ： 回路基板への接続

注：選択する Tip- Clip アセンブ リ と  Tip- Clip の性能については、
33 ページの 「ア ク セサ リ 」 のセ ク シ ョ ンを参照し て く だ さい。
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基本的な操作
TekConnect イ ン タ フ ェ ース を 備えた他のオシロ ス コ ープにプ
ロ ーブを 接続し ま す。

2. Tip- Clip アセンブ リ にプローブを取 り 付けます。

3. Velcro 固定ス ト ラ ッ プ と ド ッ ト をプローブ と 回路基板に取
り 付けます。

 

4. Tip- Clip の リ ード 線を回路基板のテス ト ・ポ イ ン ト にハンダ
付け し ます。 「 ヒ ン ト 」 を参照し て く だ さい。  

ヒ ン ト

最適な性能と 信号の整合性を確保するには、 可能であれば 

DUT（ 被測定装置） と  Tip- Clip 抵抗器間のリ ード 線の長さ を 
0.050 イ ンチ未満に保ち、 リ ード 線を同じ 長さ に揃えま す。

Tip-Clip の負荷は比較的低い約 0,1 pF であ る ため、 負荷に

対する回路の感度によ っては、 測定を行っている間、 複数
の Tip-Clip アセンブ リ を回路に取 り 付けたま まにし てお く
こ と が可能な場合があ り ます。 テス ト 対象と な る回路の 
Tip-Clip 負荷は、 プローブが Tip-Clip に取 り 付け られてい
る場合に最小 と な り ます。

注意 ： プ ローブやハンダ付け された リ ー ド 線が不用意に動いて
回路基板や回路基板の接続が損傷し ないよ う に、 用意されてい
る Velcro 固定ス ト ラ ッ プ と ド ッ ト および Tip- Clip テープを使用
し て、Tip- Clip アセンブ リ と プローブを回路基板に固定する こ と
をお勧めし ます。

注意 ：Tip-Clip またはテス ト 対象の回路への損傷を防ぐため、ハ
ンダごてで過度の熱を加えない よ う に注意し て く だ さ い。 低電
力の温度制御装置付きハンダごて と 適切なサ イ ズのハンダごて
チ ッ プを使用し て く だ さい。
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基本的な操作
TekConnect プローブは、特殊なプローブ・ アダプタ を使用し て、
一部の非 TekConnect 機器に接続で き ます。 80A03 TekConnect
プローブ・ イ ン タ フ ェースは、TDS8X00 および CSA8X00 シ リ ー
ズ・オシ ロ ス コープに接続し たすべての TekConnect プローブに
適合し ます。RTPA2A TekConnect プローブ ・ イ ン タ フ ェースは、
RTSA リ アルタ イ ム ・ スペク ト ラ ム ・ アナラ イザに接続し たすべ
ての TekConnect プローブに適合し ます。 別の構成については、
40 ページを参照し て く ださ い。。

図 12 ： TDS/CSA8X00 シリ ーズ・ サンプリ ング・
オシロスコ ープ

 

 

 

 

 

 

  

 

 

注 ： 正し く 動作させる ためには、 バージ ョ ン 2.0 以降の 80A03
フ ァ ーム ウ ェ ア を使用する必要があ り ます。 フ ァ ーム ウ ェ ア ・
バージ ョ ンの ラベルは、 80A03 機器の後部パネルに付け られて
います。
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基本的な操作
ハンダ付けされた HBW Tip- Clip アセンブ リ （P7313 のみ） 

HBW ハン ダ付け Tip- Clip には、 P7313 プロ ーブを 使用し た全
帯域測定が必要です。 HBW Tip- Clip は、 コ ード 回路に取り 付け
ら れたダン ピ ン グ抵抗およ びダン ピ ン グ抵抗の端にハン ダ付け
さ れた回路取り 付けワ イ ヤと と も に設計さ れています（図 13 を
参照）。

図 13 ： HBW Tip- Clip アセンブ リのワイヤリー ド 長

取 り 付け ワ イ ヤは、 対称的に曲げて相互接続の間隔を変え る こ
と ができ ます。 テス ト 対象の回路に HBW Tip- Clip をハンダ付け
する場合は、 取 り 付け ワ イ ヤま たはダン ピ ング抵抗のハンダが
取れないよ う に注意し て行って く だ さい。
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基本的な操作
HBW Tip- Clip をハンダ付けする場合は、 次の注意事項に従って
く だ さい。

取 り 付けワ イヤを変形させないで く だ さい。 取 り 付けワ イ

ヤの変形を防ぐため、 15 ページの図 11 に示すよ う に、
Tip- Clip テープを使用し て、 HBW Tip- Clip を回路基板に取
り 付けます。

HBW Tip-Clip ダンピング抵抗のワ イ ヤ交換には、 ワ イヤ交

換キ ッ ト に付属する高温のハンダを使用し ます。 ダンピン
グ抵抗は比較的大き な熱式質量を有し てお り 、 ワ イ ヤをダ
ン ピング抵抗に取 り 付け る ために高温のハンダを使用する
と、 ダン ピング抵抗から取 り 付けワ イヤのハンダが誤って
取れて し ま う 危険を軽減する こ と ができ ます。 ただし、
HBW Tip- Clip ワ イヤをテス ト 対象の回路に取 り 付け る際に
は、 ハンダごてで過度の熱を加えないよ う に注意し て く だ
さい。

テス ト 対象の回路に HBW Tip- Clip ワ イヤを取 り 付けるに

は、 低温のハンダを使用し ます。

低電力の温度制御装置付きハンダごて と 小型のハンダごて

チ ッ プを使用し ます。 ハンダごての温度は、 確実なはんだ
付けができ る範囲で、 でき るだけ低温に設定し て く だ さい。

回路基板に相互接続されている回路は、 可能な場合は事前

に ト リ ミ ング し、 取 り 付けの滞留時間を最小限に抑えます。
事前に注意深 く ト リ ミ ング し た Tip- Clip ワ イヤを使用する
と、 回路へのワ イヤ取 り 付けに必要なハンダごての、 滞留
時間を軽減する こ と も でき ます。
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基本的な操作
ハン ド ヘルド ・ アダプ タ

ハン ド ヘル ド ・ アダプ タ を使用し てプロービ ングする前に、 次
の手順に従ってハン ド ヘル ド ・ アダプタ ・ ハウ ジング と 可変ス
ペーシング Tip- Clip アセンブ リ をプローブに取 り 付け る必要が
あ り ます。

1. 可変スペーシング Tip- Clip アセンブ リ をプローブ ・ チッ プ
に取 り 付けます （20 ページの図 14 を参照）。 Tip- Clip は、
機械的な取 り 付け極性を区別する必要はあ り ませんが、 プ
ローブの測定極性は、 可変スペーシング Tip- Clip に接続さ
れるプローブ入力の極性によ る影響を受けます。

図 14 ： 可変スペーシング Tip- Clip アセンブ リ

可変スペーシ ン グ Tip- Clip アセ ンブ リ の仕様については、 マ
ニ ュ アル CD のテ ク ニカル ・ リ フ ァ レ ン ス ま たは Tektronix の
ホームページを参照し て く だ さい。 

可変スペーシング Tip- Clip アセンブ リ は、 プラ スチ ッ ク製のア
ク セサ リ ・ ボ ッ ク スに入れて保管し て く だ さい。

 

 

注 ： 可変スペーシング Tip- Clip アセンブ リ は小型の精密部品で
あ る ため、 長期間使用する には取 り 扱いに注意が必要です。 プ
ロービングを行 う と きや取 り 扱 う と きは、 プローブ Tip- Clip ア
センブ リ に加え る力に注意し て く だ さい。

可変スペーシング Tip- Clip アセンブ リ のレバー ・ アームの動き
を滑らかにするには、3 ～ 4 回レバー・ アームを回転させて く だ
さい。
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基本的な操作
2. 必要な場合はハン ドヘル ド ・ アダプタ ・ ハウジングを分離
し （ラ ッチの位置については 22 ページの図 16 を参照）、 下
のハウジングにプローブを装着し ます。 図 15 を参照し て く
ださい。 

a. 下のハウ ジン グにあ る プ ラ スチ ッ ク 製のピ ンがプ ロー
ブのス ロ ッ ト （いずれかの側） と かみ合っている こ と を
確認し ます。 正し く 固定されている と 、 下のハウジング
内でプローブは動き ません。 

b. 下のハウ ジン グにあ る ポ ス ト の周 り に ワ イ ヤを収めま
す。 極性を一致させる ために、 ワ イヤは交差させないで
く だ さい。

c. 下のハウ ジン グの ノ ーズ部分にあ る金属製のピ ンにプ
ローブ ・ チ ッ プを固定し ます。

図 15 ： ハン ド ヘルド ・ アダプ タの組み立て
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基本的な操作
3. 下のハウ ジング と プローブを動かないよ う に固定し、上のハ
ウ ジン グの ノ ーズ部分を下のハウ ジングの ノ ーズ部分には
め込みます。

4. 2 つのハウジングを合わせます。

5. 上のハウ ジングのラ ッ チを前方にス ラ イ ド させ、 ハウジン
グを所定の位置に固定し ます。 図 16 を参照し て く だ さい。

図 16 ： ハン ド ヘルド ・ アダプ タの固定

3

4

5

注 ： ハン ド ヘル ド ・ アダプ タ が正し く 組み立て られる と、 ハン
ド ヘル ド ・ アダプ タ の ノ ーズ部分にあ る エ ラ ス ト マーのパ ッ ド
によ って （図 15 を参照） 、 プローブ ・ チッ プへの圧力が大きす
ぎない限 り 、 圧力が均等に分散し ます。 プ ローブ ・ チ ッ プで圧
力が均等に分散する と 、 差動測定で 2 つの相互接続ポ イ ン ト を
接続しやす く な り ます。
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基本的な操作
ハン ド ヘルド ・ アダプ タ ・ ハウジングの取外し 

プ ローブか らハン ド ヘル ド ・ アダプ タ ・ ハウ ジング を取 り 外す
には、 次の手順を実行し ます。

1. ラ ッチを固定解除位置までス ラ イ ド し ます。 

2. 上のハウ ジングをプローブ ・ チッ プの後方にス ラ イ ド し、
プローブ ・ ハウ ジングの上半分を取 り 外し ます。

ハン ドヘル ド ・ アダプタは、 プローブに付属し ているプローブ ・
ケースに入れて保管し て く だ さい。

注意 ： プ ローブか らハン ド ヘル ド ・ アダプ タ を取 り 外す と きに
アダプ タ が損傷する のを防ぐ ために、 最初に上のハウ ジングに
あ る ラ ッ チを ス ラ イ ド させてか ら、 ハウ ジング を分離し て く だ
さい。
P7313、 P7380、 および P7360 差動プローブ ・ ユーザ ・ マニュアル 23



基本的な操作
スクエア ・ ピン Tip-Clip アセンブ リ

中心間隔が 0.1 イ ンチあ る直径 0.025 イ ンチのス ク エア・ピンを
プロービングする場合に、 ス ク エア ・ ピン Tip-Clip アセンブ リ
を使用し ます。 ス ク エア ・ ピ ンは、 高速電気信号の伝送路 と し
ては理想的 と は言えず、 100 ps または 3 GHz よ り 高速の信号に
はお勧めでき ません。

図 17 ： スク エア ・ ピン Tip-Clip アセンブ リ
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基本的な操作
固定されたプロービング

固定されたプ ロービ ングを使用する と、 テ ス ト 対象の回路に手
を使わずに接続で き ます。 プ ローブ ・ アーム ・ アダプタ を使用
し て、 プローブ本体またはハン ドヘル ド ・ アダプタ を PPM203B
関節または PPM100 プローブ固定具に取 り 付けます。 図 18 は、
固定されたプローブ （PPM203B と プローブ ・ アーム ・ アダプタ）
を示し ています。

図 18 ： 固定されたプローブ

テ ス ト 対象の回路にハンダ も手も使わずに接続するには、 固定
さ れたプ ロ ービ ン グ をハン ド ヘル ド ・ ア ダプ タ お よ び可変ス
ペーシング Tip- Clip アセンブ リ と と も に使用し ます。 固定され
たプロービ ングは、 はんだ付け されたプロービ ング接続を使用
し て、 プローブでの変形を軽減する ために使用する こ と も で き
ます。

PPM203B
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基本的な操作
フ レ ッ ク ス ・ ス ト リ ッ プの再取り付け

フ レ ッ ク ス ・ ス ト リ ッ プが Tip- Clip ハウジング と 分離されてい
る場合、 次の手順に従ってフ レ ッ ク ス ・ ス ト リ ッ プを も う 一度
取 り 付けて く だ さい。 

1. 2 つのエラ ス ト マー支持ボタ ンが Tip- Clip ハウジングに配
置されている こ と を確認し ます。 図 19 の 1 に示すよ う に、
フ レ ッ ク ス ・ ス ト リ ッ プ と  Tip-Clip ハウジングを置き ます。

2. 図 18 の 2 に示すよ う に、 フ レ ッ ク ス ・ ス ト リ ッ プを再度取
り 付けます。 フ レ ッ ク ス ・ ス ト リ ッ プが Tip- Clip ハウジン
グに均等に取 り 付け られている こ と を確認し ます。

図 19 ： フ レ ッ ク ス ・ ス ト リ ッ プの再取り付け
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基本的な操作
ワイヤ交換 （P7313 のみ）

HBW Tip- Clip の リ ード線を再度ハンダ付けする必要があ る場合
は、 ワ イ ヤ交換キ ッ ト の説明書を参照し て く だ さ い。 こ のキ ッ
ト は、 プ ローブに付属する ア ク セサ リ ・ キ ッ ト ・ ボ ッ ク ス内に
入っています。 ワ イヤ交換キ ッ ト には、HBW Tip- Clip のワ イ ヤ ・
リ ー ド を交換する際に使用する推奨の高温はんだが含まれてい
ます。 キ ッ ト には、 小さ い回路基板 ト レースやビアで使用で き
る交換用 8 ミ ルおよび 4 ミ ル ・ ワ イヤ も含まれています。 
P7313、 P7380、 および P7360 差動プローブ ・ ユーザ ・ マニュアル 27



基本的な操作
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アクセサリ

一覧に部品番号が記載されている部品は個別に追加注文し てい
ただ く こ と ができ ますが、 多 く の場合、 本体に付属し て出荷さ
れた もの と 数量が異な り ます。

Tip- Clip の性能 と 使用方法については、 このセ ク シ ョ ンの 
33 ページ を参照し て く だ さい。 Tip- Clip の詳細 （寸法 と波形）
については、 お使いのプローブのマニ ュ アル CD- ROM に収録
されている テ ク ニカル ・ リ フ ァ レ ン ス ・ マニ ュ アルの 「仕様」
セ ク シ ョ ンを参照し て く ださ い。 

ス タ ンダー ド ・ アクセサリ

次に示すス タ ンダー ド ・ ア ク セサ リ は、 P7313、 P7380、 または
P7360 と 記載されていない場合はプローブに付属し ています。数
量が記載されていない場合、 数量は 1 個です。

表 1 ： ス タ ンダー ド ・ アクセサリ

アクセサリ
追加注文の部品
番号と数量

説明
( 製品出荷時の数量を含む )

016- 1952- XX ポーチ、 中仕切 り 付きのナ イ ロ
ン製キ ャ リ ング ・ ケース。 こ の
キャ リ ング・ケースには、プロー
ブ と ア ク セサ リ を収納するため
の複数の仕切りがあ り ます。

013- 0342- XX BNC (M) - ミ ニグラバ・アダプ タ。
このアダプ タ は、 機能テス ト を
行 う 際に プ ロ ー ブ を オ シ ロ ス
コ ープに接続するために使用し
ます。
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ア ク セサ リ
378- 0486- XX Magni- Spec 拡大鏡。 そのまま装
着 し た り 眼鏡の上に装着す る
と、 回路基板に Tip- Clip の リ ー
ド 線を取 り 付けた り Tip- Clip エ
ジ ェ ク タ を取 り 付ける作業が容
易にな る、 ハンズ フ リ ーの拡大
鏡です。作業に不要な場合は、拡
大鏡のレ ンズを上に反転させる
こ とができます。 

006- 3415- XX 帯電防止リ ス ト ・ ス ト ラ ッ プ。
プローブを使用する際には、 常
に帯電防止リ ス ト ・ ス ト ラ ッ プ
を装着し て帯電防止作業台で作
業し て く だ さ い。

--- 校正証明書。 すべてのプローブ
に、 ト レース可能な校正の証明
書が付属し ています。

オプシ ョ ン D1 データ校正レポー ト 。データ校正
レポー ト には、お使いのプローブ
の出荷時点における製造テス ト
の結果が一覧で記載されており、
このレポー ト はすべてのプ ロー
ブに同梱されています。

001- 1389- XX ア ク セサ リ 追加注文シー ト およ
び Tip- Clip デー タ ・ シー ト 。 ア
ク セサ リ 追加注文シー ト は、 プ
ローブのア ク セサ リ を注文する
際のク イ ッ ク ・ ガ イ ド と し てご
使用 く だ さ い。 追加注文シー ト
には、 各 Tip- Clip アセン ブ リ の
イ ラ ス ト が掲載 さ れて い ま す。
このシー ト はプ ローブ ・ ケース
にあ り ます。

表 1 ： ス タ ンダー ド ・ アクセサリ （続き）

アクセサリ
追加注文の部品
番号と数量

説明
( 製品出荷時の数量を含む )
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ア ク セサ リ
020- 2640- XX
（英語）

020- 2648- XX
（日本語）

020- 2649- XX
（簡体字中国語）

ユーザ ・ マニュアルおよび 
CD- ROM。 ユーザ ・ マニュアル
は、 P7313、 P7380、 および 
P7360 差動プローブの操作と保
守を行う 手順について説明し て
います。 マニュアル CD- ROM に
は、 プローブ と測定の基本的な
資料と し ての入門書と プローブ
のマニュアル （ユーザ ・ マニュ
アルと プローブ固有のテクニカ
ル ・ リ フ ァ レンス） が PDF 形式
で収録されています。

015-0717-XX HHA ハウジング。 1 対のハン ド
ヘルド ・ アダプ タ ・ ハウジン
グ。

020- 2636- XX
（P7313）

020- 2557- XX
（P7380）

020-2690-XX
（P7360）

アク セサリ ・ キッ ト 。 こ のキッ ト
には、 固定キッ ト 、 カラ ー・ バン
ド ・ キッ ト 、接着 Tip- Clip テープ、
キー・ ラ ベル、 Tip-Clip エジェ ク
タ・ キッ ト 、および各種の Tip- Clip
ア セ ン ブ リ が含ま れて いま す。
キー・ ラ ベルは、アク セサリ・ キッ
ト の蓋の内側に収納さ れていま
す。 2 番目の蓋を開く には、 ボッ
クスを裏返してく ださ い。

P7313 のアク セサリ ・ キッ ト に
のみ、 ワイ ヤ交換キッ ト が付属
し ています。

表 1 ： ス タ ンダー ド ・ アクセサリ （続き）

アクセサリ
追加注文の部品
番号と数量

説明
( 製品出荷時の数量を含む )

注 ： 次に示すス タ ンダー ド ・ ア クセサリは、 特に断らない限り、 ア クセサ
リ ・ キ ッ ト に含まれています。
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ア ク セサ リ
016- 1953- XX
（2 本の Velcro 
ス ト ラ ッ プ と 
10 個のド ッ ト ）

固定キッ ト 。 このキッ ト には、
測定を行う際にプローブを安定
させるために使用する、 2 本の 
Velcro 固定ス ト ラ ッ プ と 10 個の 
Velcro ド ッ ト が含まれています。

016- 1948- XX
（5 色ペアの 2 
セッ ト のキッ ト ）

カ ラ ー ・ バン ド ・ キ ッ ト 。 こ の
キ ッ ト には、5 色がペアになった
2 セ ッ ト が含まれています。複数
のプ ローブ を使用する場合に こ
のバン ド を使用する と、 プ ロー
ブ と そ の プ ロ ー ブ を 接続す る
チ ャ ンネルをすばや く 一致さ せ
る こ と がで き ます。 マー カ ・ バ
ン ド を使用するには、 プローブ ・
ケーブルの成形された張力緩和
部と プ ローブ補正ボ ッ ク スそれ
ぞれの端にある く ぼみにバン ド
を取 り 付けます。 プ ローブ を接
続するチ ャ ンネルの色と 一致す
る カ ラ ー ・ バン ド を使用 し て く
だ さい。

020- 2644- XX
（3 個のボビン と
指示シー ト の
キ ッ ト ）

ワイヤ交換キ ッ ト 。 （P7313 ア ク
セサリ ・ キ ッ ト のみ）。 3 個のボ
ビン、 ハンダ、 4 ミ ルのワイヤ、
および 8 ミ ルのワイヤが含まれ
ています。 こ のキ ッ ト は、 HBW
Tip- Clip ア セ ン ブ リ の リ ー ド 線
を交換するために使用し ます。

表 1 ： ス タ ンダー ド ・ アクセサリ （続き）

アクセサリ
追加注文の部品
番号と数量

説明
( 製品出荷時の数量を含む )
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ア ク セサ リ
（両部品は 
Tip-Clip アセン
ブ リの追加注文
時に同梱）

接着 Tip- Clip テープ （10 個の接
着剤が付いた 3 ス ト リ ッ プ） 。
Tip- Clip テ ープ は、 回路基板に
Tip- Clip アセン ブ リ を固定するた
めに使用し ます。 

Tip- Clip エジ ェ ク タ (3 EA)。 
Tip- Clip エジ ェ ク タは、 プロー
ブ ・ チ ッ プから Tip- Clip アセン
ブ リ を取り外す操作を補助する
ために使用し ます。

020- 2639- XX
（10 個のキ ッ ト ）

020- 2657- XX
（5 個のキ ッ ト ）

HBW ス ト レー ト  コー ドの 8 ミ
ル・ ワイヤ Tip- Clip  アセンブ リ 
(3 EA) 

帯域幅 ： >12.5 GHz (P7313) 
TR: 10/90 <40 ps, 20/80 <25 ps
負荷：  ZMIN >200 Ω ～ 10 GHz

HBW TipClip アセンブ リの最大の
帯域幅および最適なプ ローブ負
荷が得 ら れ ま す。 ワ イ ヤ 交換
キ ッ ト を使用する と、8 ミ ルまた
は 4 ミ ルのワイヤを小さ いビア
にハンダ付けで き る よ う にな り
ます。

020- 2638- XX
（10 個のキ ッ ト ）

020- 2656- XX
（5 個のキ ッ ト ）

HBW ラ イ ト ・ アングル コー ドの 
8 ミ ル ・ ワイヤ Tip- Clip アセンブ
リ (3 EA)  

帯域幅 ： >12 GHz (P7313)
TR: 10/90 <42 ps, 20/80 <27 ps 負
荷 ： ZMIN >150 Ω ～ 10 GHz

接続方向を替え られるよ う にな り
ます。 ワイヤ交換キ ッ ト を使用す
る と、 8 ミ ルまたは 4 ミ ルのワイ
ヤを小さ いビアにハンダ付けでき
るよ う にな り ます。

表 1 ： ス タ ンダー ド ・ アクセサリ （続き）

アクセサリ
追加注文の部品
番号と数量

説明
( 製品出荷時の数量を含む )
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ア ク セサ リ
020- 2600- XX
（10 個のキ ッ ト ）

短いコー ド、 小さい抵抗器付き
の Tip- Clip アセンブ リ。

帯域幅 ： >8.0 GHz （P7313 およ
び P7380） 3 EA 
TR ： 10/90 <55 ps （保証値）、
20/80<35 ps 
負荷 ： ZMIN 290 Ω ～ 8 GHz  

帯域幅 ： >6.0 GHz （P7360） 2 EA
TR ： 10/90 <70 ps、 20/80 <50 ps
負荷 ： ZMIN 290 Ω ～ 6 GHz

全体にわたって最良の信号忠実
度。 小さいビア と ピ ッ チの細か
い回路に接続する場合は、 小さ
い抵抗器が理想的です。

020- 2602- XX
（10 個のキ ッ ト ）

中程度の長さのコー ド 、 小さい
抵抗器付きの Tip- Clip アセンブ
リ。 
帯域幅 ： >7.0 GHz （P7313 およ
び P7380） 3 EA
TR: 10/90 <55 ps, 20/80 <35 ps 
負荷 ： ZMIN 290 Ω ～ 8 GHz  

帯域幅 ： >5.0 GHz （P7360） 2 EA
TR ： 10/90 <70 ps、 20/80 <50 ps
負荷 ： ZMIN 290 Ω ～ 6 GHz

小さいデバイスまたは回路基板
のビアに取り付ける場合に、 使
いやすさ と最良のパフ ォーマン
スの両方を同程度に満足させる
のに適し ています。

表 1 ： ス タ ンダー ド ・ アクセサリ （続き）

アクセサリ
追加注文の部品
番号と数量

説明
( 製品出荷時の数量を含む )
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ア ク セサ リ
020- 2604- XX
（10 個のキ ッ ト ）

長いコー ド、 小さい抵抗器付き
の Tip- Clip アセンブ リ。 (3 EA)   

帯域幅 ： >6.0 GHz （P7313 およ
び P7380）
TR: 10/90 <130 ps, 20/80 <40 ps 
負荷 ： 差動 ZMIN 360 Ω ～ 8 GHz

帯域幅 ： >4.0 GHz （P7360）
TR： 10/90 <130 ps、20/80 <60 ps
負荷 ： ZMIN 360 Ω ～ 6 GHz

ステ ッ プ応答性が良好で、 到達
範囲の広いアセンブ リ です。 届
きに く い場所にある小さ なビア
と ピ ッ チの細かい回路に接続す
る場合に役立ちます。 DIMM モ
ジュール間の幅に合う よ う にサ
イズを調整できます。 4 GHz よ
り高速の信号にはお勧めできま
せん。

020- 2601- XX
（10 個のキ ッ ト ）

短いコー ド、 大きい抵抗器付き
の 1/8 W Tip- Clip アセンブ リ。
(3 EA)

帯域幅 ： >8.0 GHz （P7380） 
TR: 10/90 <55 ps, 20/80 <35 ps 
負荷 ： ZMIN 290 Ω ～ 8 GHz  

高周波数用 で 良好 な 信号忠実
度。 大きい コ ンポーネン ト への
接続に最適です。

表 1 ： ス タ ンダー ド ・ アクセサリ （続き）

アクセサリ
追加注文の部品
番号と数量

説明
( 製品出荷時の数量を含む )
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ア ク セサ リ
020- 2603- XX
（10 個のキ ッ ト ）

中程度の長さのコー ド 、 大きい
抵抗器付きの 1/8 W Tip- Clip ア
センブ リ。 (3 EA)

帯域幅 ： >8.0 GHz （P7380） 
TR: 10/90 <55 ps、 20/80 <35 ps 
負荷 ： ZMIN 260 Ω ～ 8 GHz  

帯域幅 ： >5.0 GHz （P7360） 
TR ： 10/90 <70 ps、 20/80 <50 ps
負荷 ： ZMIN 260 Ω ～ 6 GHz

大きいデバイスに取り付ける場
合に、 使いやすさ と最良のパ
フ ォーマンスの両方を同程度に
満足させるのに適し ています。

020- 2605- XX
（10 個のキ ッ ト ）

長いコー ド、 大きい抵抗器付き
の 1/8 W Tip- Clip アセンブ リ。
(3 EA)

帯域幅 ： >7.0 GHz （P7380）
TR: 10/90 <75 ps、 20/80 <40 ps 
負荷 ： ZMIN 300 Ω ～ 8 GHz

ステ ッ プ応答性が良好で、 到達
範囲の広いアセン ブ リ です。 届
きに く い場所にある大き な機構
の回路に接続する場合に役立ち
ます。DIMM モジュール間の幅に
合 う よ う にサイズを調整で き ま
す。4 GHz よ り高速の信号にはお
勧めできません。 

表 1 ： ス タ ンダー ド ・ アクセサリ （続き）

アクセサリ
追加注文の部品
番号と数量

説明
( 製品出荷時の数量を含む )
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ア ク セサ リ
020-2701-XX スクエア ・ ピン Tip-Clip アセン
ブ リ （3 EA）

帯域幅 ： >6.0 GHz
TR ： 10/90 <70 ps, 20/80 <50 ps

中心間隔が 0.1 イ ンチある直径 
0.025 イ ンチのスクエア ・ ピン
をプロービングする場合に、 ス
クエア ・ ピン ・ アダプ タ を使用
し ます。 スク エア ・ ピンは、 高
速電気信号の伝送路と し ては理
想的とは言えず、 100 ps または 
3 GHz よ り高速の信号にはお勧
めできません。

020- 2596- XX 可変スペーシング Tip- Clip キ ッ
ト 。 

帯域幅 ： >8 GH ｚ  （P7313 およ
び P7380）
TR ： 10/90 <55 ps、 20/80 <35 ps
負荷 ： ZMIN 220 Ω ～ 8 GHz

帯域幅 ： >6 GHz (P7360)
TR ： 10/90 <70 ps、 20/80 <50 ps
負荷 ： ZMIN 220 Ω ～ 6 GHz

間隔が 0.020 ～ 0.180 イ ンチある
テス ト ・ ポイ ン ト をプロービン
グする場合に、 可変スペーシン
グ Tip- Clip アセンブ リ を使用し
ます。 関節ピンを取り扱う場合
は注意が必要です。 このプロー
ブには、 オプシ ョ ン ・ アクセサ
リは含まれていません。

表 1 ： ス タ ンダー ド ・ アクセサリ （続き）

アクセサリ
追加注文の部品
番号と数量

説明
( 製品出荷時の数量を含む )
P7313、 P7380、 および P7360 差動プローブ ・ ユーザ ・ マニュアル 37



ア ク セサ リ
オプシ ョ ン ・ アクセサリ

表 2 ： オプシ ョ ン ・ ア クセサリ

オプシ ョ ン ・ アクセサリ 部品番号 説明

PPM203B PPM203B 関節アーム。この高精度な
関節アームは、 3 軸すべてに対する
微調整用のコ ン ト ロールを備えてい
ます。 このアームは、 ピ ッ チの細か
いデバイスや相互配線を使用し てい
る PC 基板、 ハイブ リ ッ ド 基板、 お
よび MCM 基板のプロービ ング用に
設計されています。 この関節アーム
を 使用す る と、 測定 を 行 う 際に プ
ローブを固定し て支える こ とができ
ます。PPM203B 関節アームにプロー
ブ を取 り 付ける場合は、 プ ローブ ・
アーム ・ アダプ タ を使用し ます。

013- 0339- XX プローブ ・ アーム ・ アダプ タ。 この
アダプ タは、PPM203B 関節アームま
たは PPM100 プローブ ・ ポジシ ョ ナ
の先端にプローブを取り付けるため
に使用し ます。

PPM100 PPM100 プ ローブ ・ ポジシ ョ ナ。 ハ
ンズフ リ ー ・ プロービング と位置の
微調整を行う ために設計された、 柔
軟な ア ーム を持つ汎用の作業台プ
ローブ ・ ホルダです。 さ まざまな状
態でプローブ ・ アームを固定する場
合は、 重量のある台座を ク ラ ンプに
交換する こ とができます。
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ア ク セサ リ
80A03 80A03 TekConnect プローブ ・ イ ン
タ フ ェース ・ モジュール。 このモ
ジ ュールを使用する と、 CSA8200
と TDS8200 シ リーズ ・ サンプ リ ン
グ ・ オシロス コープおよび 80E0X 
サンプ リ ング ・ モジュールと共に 
TekConnect プローブを使用できま
す。

このイ ン タ フ ェースは、 1 つの
80E0X 電気サンプ リ ング ・ モジュー
ルおよび 2 つの TekConnect プロー
ブ入力に対し て 1 つの区画を備えた 
1 つのエン ク ロージ ャで構成されて
います。 80A03 のイ ン タ フ ェース
は、 前面パネルの SMA コネク タ を
通し てプローブの信号出力を送り ま
す。 少し剛性を持つ SMA ケーブル
で、 プローブの出力を 80E0X モ
ジ ュールの入力に接続し ます。 
P7313 および P7360 プローブには、
フ ァームウ ェ アのバージ ョ ン 2.0 以
上が必要です。 P7380 プローブに
は、 フ ァームウ ェ アのバージ ョ ン 
1.2 以上が必要です。

80A03 イ ン タ フ ェース ・ モジュール
は、 プローブの性能検査を行う ため
に必要にな り ます。 性能検査手順に
ついては、 プローブに付属し ている 
マニュアル CD のテ クニカル ・ リ
フ ァ レンスを参照し て く だ さい。

RTPA2A RTPA2A TekConnect プローブ ・ アダ
プ タ。このモジュールを使用する と、
TekConnect プ ロ ーブ を リ アル タ イ
ム ・ スペク ト ラム ・ アナラ イザに接
続できます。

表 2 ： オプシ ョ ン ・ ア クセサリ （続き）

オプシ ョ ン ・ アクセサリ 部品番号 説明
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ア ク セサ リ
オプシ ョ ン

Option C3. 3 年間の校正サービ ス

Option C5. 5 年間の校正サービ ス

Option D3. 3 年間の校正データ ・ レポー ト （オプシ ョ ン C3 付き）

Option D5. 5 年間の校正データ ・ レポー ト （オプシ ョ ン C5 付き）

Option R3. 3 年間の修理サービ ス

Option R5. 5 年間の修理サービ ス

Option L0. 英語

Option L5. 日本語

Option L7. 簡体字中国語
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プローブの使用例

P7313、 P7380、 およ び P7360 プロ ーブの特性を活かし て優れた
信号忠実度での測定を行う こ と ができ る 、 代表的な使用例を次
に示し ま す。 こ の使用例の詳細な説明については、『 Z- Active：
新し い高性能プロ ーブ・ アーキテク チャ 』 マニュ アル

（ www.tektronix.com の 2FW-17826-X） を参照し てく ださ い。

デュアル ・ イ ン ラ イ ン ・ メ モ リ ・ モジュール
（DIMM） のテス ト

Tip- Clip アセンブ リ のグループを、回路基板の重要な信号測

定の位置にハンダ付け し ます （次に、 DIMM をマザーボード
の ソ ケ ッ ト に挿入し ます）。

1 つ以上のプローブを Tip- Clip アセンブ リ に取 り 付けて、重

要な測定 ノード をプロービング し ます。 図 20 を参照し て く
ださい。

図 20 ： Tip- Clip アセンブ リ を取り付けた回路基板
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プローブの使用例
TDS8000 サンプ リ ング ・ オシロス コープへの P7000 
プローブの接続

80A03 のチャ ンネルの 1 つに接続し、 測定する信号に同期

し て ト リ ガ信号を提供する ソース と な る ク ロ ッ ク をプ ロー
ビング し ます。 図 21 を参照し て く ださい。

プロービングする ト リ ガ信号の TekConnect ソ ケ ッ ト の出力

コネ ク タ と 、サンプ リ ング ・ オシ ロ ス コープの外部 ト リ ガ入
力の間をケーブルで接続し ます。

80A03 の他のチャ ンネルで、 測定する同期データ信号をプ

ロービング し ます。

図 21 ： TDS8000 サンプ リ ング ・ オシロスコープ
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プローブの使用例
こ の TekConnect 測定信号に対し ては、標準の短 く 少し剛性を持
つケーブルを使用し て、TekConnect ソ ケ ッ ト の出力と  80A03 イ
ン タ フ ェースに組み込まれている電気サンプ リ ング ・ モジ ュー
ルの間を接続する必要があ り ます。

同期ク ロ ッ ク信号ソース を利用でき ない場合は、 80A05 モ
ジ ュールを使用し て入力信号に同期する鮮明な ト リ ガ信号を再
生し ます。 
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プローブの使用例
P7000 シ リーズ ・ プローブを使用し た 
RF 信号の測定

RTPA2A TekConnect プローブ ・ アダプタ を リ アルタ イ ム ・ スペ
ク ト ラ ム ・ アナラ イザおよび TekConnect プローブ と 共に使用
する と 、 特定の RF コ ンポーネン ト の測定を非常に簡単に実行
でき ます。 図 21 を参照し て く だ さい。

図 22 ： RTPA2A TekConnect プローブ ・ アダプ タ セ ッ ト ア ッ プ
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プローブの使用例
P7000 プローブを使用し た PCI Express 信号の測定

RT- Eye アプ リ ケーシ ョ ン ・ ソ フ ト ウ ェ ア  RT- Eye （ リ アルタ イ
ム ・ ア イ） アプ リ ケーシ ョ ン ・ ソ フ ト ウ ェ アが設定されている 
TDS6000 または TDS7000 リ アルタ イ ム ・ オシ ロ ス コープで 
P7000 プローブを使用する と 、 PCI Express 信号の物理層テス ト
を非常に簡単に高い精度で実行でき ます。 図 23 を参照し て く
ださい。

図 23 に示すよ う に、 取込んだ ト ラ ンジシ ョ ン ・ ビ ッ ト と 非 ト ラ
ンジシ ョ ン ・ ビ ッ ト が RT- Eye ソ フ ト ウ ェ アで分離し て表示さ
れます。 また、 RT- Eye ソ フ ト ウ ェ アは、 豊富な測定結果 と 解析
し た波形レ コード の統計を提供し ます。

図 23 ： RT- Eye アプ リ ケーシ ョ ン
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プローブの使用例
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